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第 51 回・明治大学全国校友滋賀大会に参加して 

                                東京都多摩支部長  西山 強 (昭 36年 工) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「明治はひとつ、びわ湖に集う紫紺の旗」をコンセ

フトとした、この大会に全国⒌４支部・海外２支部

（韓国・台湾）から約１．２００名の人が参加し、

当多摩支部からも２４名の参加を頂き盛大に実施

されました。先ずもって参加して頂いた方々に厚く

お礼申し上げます。楽しかったですか。 

 今回の主催支部・滋賀県支部は校友数６５０名と

小さい支部で、このように盛大に行われたことは流

石、近江商人「三方よし～売り手よし、買い手よし、

世間よし」の精神で、岩田支部長を中心に滋賀校友

の方々が「明治はひとつ」を具現化する形で参加・

協力に呼びかけられた結果と感服しております。支

部の大小では無く、心の大切さを教えて頂いた大会

でした。 

 大会の内容に多少触れて見ますと９月５日は会

議のあと、今大会最高の目玉、前夜祭の琵琶湖クル

ーズ、ピアンカ・ミシガン２船上での食事、デキシ

―ジャズの生演奏・湖上打ち上げ花火、そして３階

オープンデッキでの“琵琶湖就航の歌”“明大校歌”

を全員で合唱出来、楽しいひと時でした。 

 ９月６日・第５１回明治大学全国校友滋賀大会が

大津プリンスホテルの大広間に１，２００名の校友

が集い開催され、来賓に滋賀県知事・三日月大造、

大津市長・堀 直美さんを迎えて盛大に行われ、知

事からはこれだけの祝賀会を実施するのは１～２

回/年程度で、明治大学の素晴らしさを感じるとの祝

辞を頂いた。 

 向殿正男校友会会長―校友会は、明治大学を構成

する重要な柱の一つとならなければならない。三長

のスクラム―・学長⇒教育・研究、・理事長⇒持続

可能な健全な経営、・校友会長⇒社会（外部）から

の意見・評価・支援が必要である。・東京中心から

全国型、全世界型大学へ、・地方出身者、留学生へ

の奨学金、・母校愛をもって研究者への財政的支援

等…校友会の目指す目標が示された。 

 福宮賢一学長―“世界へMEIJI ８０００” 

 毎年８０００人の卒業生に対して、未来開拓力を

実現し、優れたグローバル人材を育てるという１０

年後のプロジェクト、２０２３年には２人に１人は

海外留学、全学生に国際化経験を実施させるという

素晴らしい明日の構想が示された。 

 特別講演は明治大学 OB、長浜城歴史博物館 館

長 太田浩二 

 “日本の歴史を変革した信長・秀吉”近江・戦国

時代の特質について 

近江を制する者は天下を制する…天下人たちの交

差点であった近江の政治的・地理的重要性。更に長

浜出身の石田三成が石高制をはじめとした経済シ

ステムの導入、これを信長・秀吉・家康と敬称して

いったこと。近世を形成する武将の多くが近江出身、

ゆかりの人物であった。つまり、戦国時代の日本史

上の大変革の社会構造の変革は近江から始まった

と家系図等を示しながら説明があった。 

 最後のフィナーレは総勢１２００名超える人が

腕を組んで明大校歌で最高の盛上げとなり、参加の

コンパニオンも加わり大感激でした。 

 ９月７日は４コースに分かれての滋賀県内観光

で、各人戦国時代を思い浮かべながら、歴史の深さ

に、感動されたことと思います。 

 このように“明治はひとつ”で盛り上げり、これ

を成し遂げられた滋賀県校友の人達の“おもてな

し”に厚くお礼をもし上げたい。 

最後に、近年の全国大会は明治大学の飛躍状況を

確認すると同時に会場近隣の観光をかねて、校友は

ご夫妻の参加が増えて来ています、当多摩支部でも

これらを考慮して次回（鳥取大会）は多くの参加を

お願いする次第です。 

             以上                                           



明治大学全国校友滋賀大会に参加して  日野地域支部 江面利和 （昭 47年 工） 

 

昨年の新潟大会に次いで２回目の全校大会参加

です。昨年も人の多さに驚きましたが、今回の大会

は更にスケールの大きさに驚きです。大津で一番大

きいプリンスホテルが明治大学校友で貸切になっ

たような感じでした。私は 7日午後の本大会から参

加しましたが、これだけの大会場は初めての経験で

す。懇親会場は長さ 130ｍ幅 20ｍの大会場で沖縄

から北海道の各県支部毎のテーブルで埋めつくさ

れ、端が見えない状況でした。総勢 1200名を超え

る会場は壮観です。                （上の写真は日野・鈴木支部長撮影） 

さて、私はフェイスブックで「明治大学紫紺 NET 交流会」に登録していますが、全国の面識

のない方々が数多く、写真や出来事を投稿しています。毎日その投稿を見るのも楽しみの一つで

す。 

現実には知らない方々ともこの全国大会で知り合いになるのもまた、有意義な大会です。たまた

ま 6 日前夜祭の写真がフェイスブックに載っていて、そこには、多摩支部の沼尻さん、飯田さん

も写っているではありませんか。早速投稿

者とフェイスブック上のお友達になりまし

た。7 日の懇親会でお会いできるかと、そ

の方のテーブルに伺いましたが、たまたま

他支部のテーブルに行っていたようでご挨

拶できませんでした。逆に、私を知ってい

る方が「お会い出来ずに残念でした」とフ

ェイスブックに投稿されているのを見つけ、

この場は友達の輪を広げるのにも役立って

いるようです。   （写真はミシガン船上の沼尻さん、飯田さん、服部真樹さんの FBより） 

8 日は本来ならば出勤日ですが、折角の機会ですので休暇をいただき、帰路の途中、近江八幡

市を訪れました。大津駅から電車で約 30分の距離で、ここから米原駅までも 30分位なので丁度

中間点のような位置関係です。近江八幡駅から古い町並みが残る新町通りまでの約 2.2 キロの道

をゆっくり歩きました。駅から 30分ほどのウォーキングです。幸い傘もささずに済みました。近

江八幡に来たのはある目的がありました。名物の「でっち羊かん」をお土産に買うことです。ネ

ットで見ると「和た与」が有名らしいですが、私は地味な店の方が好きなので、「紙平老舗」で購

入しました。 

 



絆を深めて  全国校友滋賀大会 

町田地域支部 

 飯田 光宏 （昭 39年 法）  

はじめに

100 回目の全国校友○○大会のスタートとなる第 51 回全国校友滋賀大会が、

ここ日本の国土の大きさに比較し大きすぎる程（理事長談）の琵琶湖の畔で盛

大に開催された。在住校友数最少規模の滋賀県支部が、よくぞここまでといっ

ては失礼かもしれないが、本当に素晴らしい企画で、最高級の場所で 1200 名を

超える校友を全国から呼び寄せたのである。近江商人の「三方よし」の理念で

「世間の為に汗を流す『心』」をもってこそ成し得た成果と確信いたします。 

この滋賀県支部の心意気に近隣の県支部が協調してこの偉業を成し得たこと

は、まさに「明治ひとつ」の実証であり、「絆」の進化であります。 

懇親会 2席を振り返りご紹介いたします。 

前夜祭（ナイトクルージング・湖上花火） 

遊覧船２隻に分かれての琵琶湖クルージング＆湖 

上花火は素晴らしいの一言。船内ではデキシーラ 

  ンドジャズの生演奏、はるか遠くの高校時代に女

子生徒と手を組んで踊ったフォークダンスを想い

起す楽曲の数々、おもてなしに酔いました。 

  北海道から沖縄そして大韓民国、台湾から参加さ

れた校友が湖上のひと時を楽しみました。 

懇親会 

               間口 100ｍを超え、別端が霞む程の大懇親会場 

に              に溢れるばかりの元明大生、ご来賓の三日月滋 

               賀県知事も越 大津市長も、そして我々校友も

ど肝を、正直、抜かれました。 

美味しい料理と上手い酒、ジャズ演奏をバック

に に飲み語らいました。「明治はひとつ」をそして 

「絆」を掴み、明治で良かったと実感しました。 

（写真提供：鈴木紘一氏・・多摩支部日野地域支部長） 



        正に壮観な全国校友滋賀大会 

                    三鷹地域支部副支部長 

                        髙玉 茂男 （ 

 

第 51 回明治大学全国校友滋賀大会

が、9月 5日より行われました。 

私は今回初めて全国校友大会という

ものに参加いたしました。 

 実は私は、来年の多摩支部第 13 回

定時総会の実行委員長になってしま

い山崎も三鷹支部長から、「行った方

が良い」と言われ、急に参加すること

にしました。 

前日は個人的な用があり、6 日の式典

からの参加となりました。 

 当日は、残念ながらあいにくの雨で

した。それでも校友会会場は多くの校

友で一杯でした。あとから、北海道か

ら沖縄までの各都道府県から、更には

大韓民国・台湾から 1200名の参加が

あったと聞き、驚きでした。 

そこに、三日月滋賀県知事や越 大津

市長がご来賓として祝辞を述べられ

ました。 

又、校友会副会長に北野 大氏とい

う有名人がいることに、ビックリしま

した。式典の後は福宮明治大学長から

「大学の現況」という講演がありまし

た。明治大学は本当に頑張っているな

あと思いました。 

記念講演は「日本の歴史を変革した

信長・秀吉」というテーマで、校友の

「長浜城歴史博物館館長」より、大変

興味深い話でした。 

 その後のパーティで、1200名が一

つの会場に集合するというのは、正に

壮観でした。 あらためて、校友会の

凄さを感じました。 

来年は、鳥取で行われるとのこと、

一度は経験したいので、是非、皆さま、

一緒に行きましょう 

 

（宴も終盤―筆者は写っていません） 

 

         

         左上・・三日月知事  

 

           右上・・越 市長 

 

           大津プリンスホテル                                                                                                                                                                                         



 

 

 私事ですが、かの地には現役の会社勤務の時

代に、当時の関西支店で同じ釜の飯を食った先

輩・後輩が沢山おられるので、この機会に合わ

せて彼らと旧交を温めたいと願い、滋賀大会を

楽しみにしていました。 

  

したがって、9月 5日(土)～7日(土)の 3日間

に亘って琵琶湖畔を訪ねたのですが、前夜祭の

琵琶湖クルーズや大会翌日の周辺観光には参

加できず、その分 9 月 6 日(日)の当日のイベン

トを一日充分に堪能できました。もともと滋賀

県支部は、他地区に比べ卒業生が少なかったの

ですが、近畿地区各支部の応援もあって、国内

外から 1200 名もの校友が参集する盛大な大会

になったとのことでした。しかし、何といって

も、私が敬愛する岩田支部長が、一年位前から

上京のたびに、各地区の校友会の催しに精力的

に出掛け、滋賀大会のアピールをして回ってコ

ツコツと努力していたことも、特筆されてよい

ことでしょう。 

 

 私は、浜大津のビジネスホテルに宿泊したの

ですが、当日の朝、部屋の窓から眺めると、眼

前の琵琶湖は小雨に煙っておりました。式典・

懇親会の開始は午後でしたので、午前中に「三

井寺」の近辺を散策し、会場の大津プリンスホ

テルに向かいました。会場では、校友会多摩支

部をはじめ各地域の方々、また雄弁部時代の先

輩の方々と、楽しく歓談することができました。 

 

 

 

懐かしの琵琶湖畔を訪ねて 

 

八王子地域支部 

山上 雅隆 （昭 43年 法） 

 

淡海の間というだだっ広い宴会場に、地域ご

とのテーブルがはるかかなたにまで並び、明大

ＯＢ・同伴者 1200名の熱気が一面に立ち込め、

何というパワーでしょう。 

いつも立川グランドホテルで開催される私の

多摩支部総会は、200名超の参加者で、他地区

に比べても規模はピカ一だと思いますが、今回

は丁度この 6倍の規模ですから、全く壮観とい

うより他はありません。 

  

明治大学の校友が、卒業後何年経っても、なぜ

このように遠方から足を運んでお互いに肩を

組み、「白雲なびく駿河台」と高歌放吟したく

なるのか。これは皆さんが大学で過ごした時代

背景はそれぞれ異なっていても、あのキャンパ

スには、かつて何ものにも束縛されない限りな

い「自由と可能性」があったからではないでし

ょうか。そしてこれらの結晶が、近年ますます

高まりを見せている母校の「名声」となって、

結実しているのだと思います。 

 

 このような感激冷めやらぬ大会から帰京し

て、私たちが冷水を浴びせられる「法科大学院

の不祥事」に出くわすことになりました。しか

し、明大人はひるむことなくこれを乗り越えて、

信頼回復に努めていかなくてはなりません。 

 



 

 

       全国校友滋賀大会に参加して 
     

立川地域支部幹事長  守重 芳樹（昭 40 工） 

 

 

立川地域支部からは、橋本地域支部長、小林

相談役、渋田・園田の副支部長そして守重の５

人が第１部の記念式典より参加しました。早朝

、立川を出発。立川在住の大韓民国支部の曺信

虎氏と京都経由で小雨の大津入り、大津駅南口

に直結のホテルテトラ大津・京都に荷物を預け

、昼食後シャトルバスで会場の大津プリンスホ

テルに向かった。 

県庁所在地のＪＲ大津駅、昼前雨の為か人通

りが少ないのにはびっくりしました。 

  

第１部の記念式典は、１３時より通常の手順で

行われました。来賓の三日月県知事、女性の越

大津市長共に若くて二度目のびっくり。 

  

第２部の講演・記念講演は、福宮学長「大学の

現況」について、及び長浜城歴史博物館太田館

長の「日本の歴史を変革した信長・秀吉」につ

いての講演でした。 

  
（福宮学長 講演資料―撮影鈴木氏） 

 

第３部は２階のコンベンションホール淡海

に場所を移し、１２００名の参加で、地酒と地

元料理を堪能しました。 

  
延暦寺は、滋賀県大津市坂本本町にあり、標高 848mの比

叡山全域を境内とする寺院。比叡山、または叡山と呼ばれ

ることが多い。平安時代初期の僧・最澄により開かれた日本

天台宗の本山寺院である。住職は天台座主と呼ばれ、末寺

を統括する。 ウィキペディア 

 

 

 
（懇親会アトラクションー撮影 飯田氏） 

 

７日はエスカーション。５名は「坂本・比叡

山延暦寺方面の旅」に参加。先ずは、比叡山の

麓に鎮座する日吉大社へ。 

約２１００年前、崇神天皇７年に創祀された

全国３８００余の日吉・日枝・山王神社の総本

宮です。 

また伝教大師が 比叡山に延暦寺を開かれて

よりは天台宗の護法神として多くの方から崇

敬を受け、今日に至っています。 

比叡山ドライブウェイで西塔釈迦堂へ。法話を

拝聴し、延暦寺会館に移動し、精進料理の昼食

、自由散策で国宝根本中堂に参拝し、１５時過

ぎに京都駅にて解散となった。 

 京都駅の構内の焼き鳥屋で２時間以上の大

宴会、立川に２１時半頃着、無事解散となりま

した。 

 楽しい２日間の旅でした。 

 

 
（国宝 根本中堂―撮影 筆者） 



朗
絡
ιま
ひ
と
つ

び
わ
向
:こ

集

つ

紫
繊
の

還墓友季
平成27年 (2015年 )

9月 5首]06寵
会場大津プリンスホテル

榊明
治
大
学
全
国
校

賀
大
会

参考資料目次

大会次第

講演会次第

歓迎のご挨拶

校友会長 挨拶

理事長 祝辞

学 長 祝辞

滋賀県知事 祝辞

大津市長 祝辞

第52回 全国校友鳥取大会のご案内

２

　

　

３

9



 



°
準準69、りe静9準勁興、γ準準Aヽユη

=4200:61

鴇二日早  醤J早革音纂黙

80国髪VttYttEfu

解軍当准営じ軍靭斎¥撃Eru

哲迎瓢暉普じじ平聾秦¥撃陥

承γ田図  普百拳身¥

(al」己)撃潔4r―半κE4κvκE
00:6L～00:乙L(日)

Fl上潮※

餌導⑦じ艶

目」奨准聾

4`―R∠音動配撃寺派

蝉聯

♀園奥

餌灘⑦醗理

`κ
=エ
ー7

4r壬半とだnr事¥:笥
日9日6喜乙己寧士:釧

立
▽　
日□

轟減響壼羅

°
燿暉2ηア曽¥斉P'騨賭劇市ヨ獲コ醤9ヽγビク青19Jま

湿‖
°
■の融緩(手てけ)師興平罫鉾章秦市)将彫控秦¥劉秦Y秦
¥撃艶ビε tt 19日ま詢

°
業輩準童斉市平日|↓秦IIE肇秦革爆斉革秦

Y裂腑ビC力69」y詢Oυ
渠丁図●田■酵単単

｀
ビOT寺98日ま詢

【4r―″乙El∠】

醤即闘吼斜革ヨ聯コ醤

障鋼〉J早秦軍)理撃田¥睫

早塁・醤∃葺q曹李2覇コ⑦率日
ヨ撃32曇■

G秦¥乳腑)―嘉二聾曜

路蟹⑦薫¥事腑
ヨ 堅■

(OL:9L～9己:シL)ヨ撃尋饉・ヨ睾』畢己薫



 



 



 



 



 



 



郷 2ロ

明‐治大‐学1全|口校友

|■ |

2016(平成28)年

F125・ 13日
■■|:

■■とりぎん文化会館ホ元′睡/_眩,7
鳥取

竜|

鳥取


